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	　所　　属　南寿の里　雲の家　　　　　職種　介護福祉士　　　　氏名　嶋脇　澄美　　　

	　期　　間　　平成　19年　6月　25日　　

	　出張目的　　平成１９年度福祉施設ボランティアコーディネーター養成講座

	　出 張 先　　八戸総合福祉会館　３階大会議室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　研修要旨（プログラム毎に）　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜考察＞

　今回の研修では、基本的なボランティア受け入れ体制について、コーディネーターの役割について教えていただきました。また、ボランティアプログラムについて丁寧に講義していただき、今後のボランティア拡大へ活用していきたいと思いました。

　何よりも、ボランティアを呼ぶということは誰にとって大事なことなのかということを学ぶ良い機会だったと思います。施設側でもなぜボランティアを呼んでいるのか（ただ人手不足だからだけと考えている）わかっていない職員が大勢いると思います。ボランティアを呼ぶということは、地域との隔たりを取り除きになり、職員でも入居者様でもない、第３者の評価を聞く大きなチャンスになります。ですが、上記でのべたように思っている職員が一人でもいるということは、ボランティアとして来ていただく意味が半減以上もしてしまうのだと感じました。また、ボランティアの受け入れを施設全体（職員全員）で考えていかなければならないのだと思いました。下記で記載しているボランティアの流れであるが、現在は①、④、⑤の３項目のみしか行っていません。その背景には、何度も来ていただいていることが挙げられるのだろうが、新しくボランティアを増やしたいと考えている状態の中でやってはならない事なのだと思います。⑤の評価に関しても、ボランティア終了後に実施記録を書いていただいているだけで、検討などはなく、適当になってしまっています。折角書いてもらっているものを今後は、どんどん参考にしていければと思います。

ボランティア受け入れ態勢にしても南寿の里では出来ていない部分だと思います。職員とボランティアとの連携、入居者様の声を聞き、職員とボランティア間で情報を交換できるようにしていきたです。そのために、職員間の情報交換が現在不十分の状態にある気がします。情報交換の不十分というのは、あってはならないことだと私は思っていますが、現在はなされていない状態です。その原因として、ボランティア担当以外の職員は受け入れ状態にないことが挙げられると思います。改善対策としては、月に一度現状を伝える場を設けるか連絡帳を利用し情報を記載することがいいのではないかと思います。また、下記の図が上手くできないと、事故に繋がりやすくなると考えられます。そのためにも職員間、職員とボランティア間、入所者様との声を聞くことが本当に大事であることがわかりました。

まとめとして、今回の研修に参加することで、ボランティア受け入れ状態のなさが本当に感じさせられました。これを機に、改善点を徐々にでも直していけるようにしていきたいと思います。

＜研修内容＞

1 ボランティアの受け入れとコーディネートの手法

2 ボランティアのトラブル・事故の対応
●福祉施設がボランティアを受け入れる意味

1 啓発・・・福祉施設や入居者様の理解の促進

2 地域社会との架け橋・・・施設の地域化、ノーマライゼーションの促進

3 付加価値・・・アメニティ部分の充実　例）職員には見せない、その人らしい個性の発見

4 地域住民参加・・・第３者評価

5 サービスの質・量の充実

●ボランティア活動者にとっての意味
1 社会貢献

2 実習

3 教育・生涯学習

4 精神的リハビリテーション（社会復帰の場）

5 施設・サービスに対する理解の促進

●ボランティア活動の基本的流れ

①参加の呼びかけ

↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的・手法・リスクマネージメントを明確化する。

②的確なオリエンテーション　　　　　　　　はっきりしていないと事故に繋がる。

↓

③出来れば、研修を・・・（施設見学）　　　ボランティアプログラム
↓

④実践

↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実践してやりにくかった事など改善ポイントをはっきりと

⑤評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、次回に繋げる。

●ボランティア受け入れの体制
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ボランティア受け入れ方針の確立＝施設長の考え方





受け入れ窓口＝コーディネート機能の配置
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声を伝える








